
参議院国土交通委員会
　部会の代表が意見陳述

　５
月
20
日
に
「
盛
土
規
制
法
（
宅
地
造
成
等
規
制
法
）」

は
、
今
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
前
段
に
全
国
ダ
ン

プ
部
会
は
、
日
本
共
産
党
武
田
良
介
参
議
院
議
員
か
ら
の

推
薦
を
受
け
て
、
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
で
高
橋
部
会

長
が
意
見
陳
述
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ダ
ン
プ
の

組
織
化
と
運
動
を
始
め
て
50
年
間
経
ち
ま
す
が
初
め
て
の

こ
と
で
し
た
。
当
初
の
政
府
案
は
、
建
設
発
生
土
に
つ
い

て
元
請
の
管
理
責
任
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
問
題
（
中
間
処

理
場
）
を
曖
昧
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
部
会

の
意
見
陳
述
を
元
に
し
て
、
参
議
院
の
「
付
帯
決
議
」
に

「
行
政
に
よ
る
中
間
処
理
場
の
実
態
把
握
及
び
適
正
な
処

理
場
の
確
保
」
が
反
映
さ
れ
ま
し
た
。

　意
見
陳
述
の
場
で
高
橋
全
国
ダ

ン
プ
部
会
長
は
、
ダ
ン
プ
労
働
者

の
実
態
及
び
民
間
の
中
間
ス
ト
ッ

ク
場
問
題
に
つ
い
て
説
明
。
そ
し

て
二
度
と
熱
海
市
土
石
流
災
害
を

出
さ
な
い
為
に
も
法
案
に
「
建
設

発
生
土
に
対
す
る
元
請
・
発
注
者

の
管
理
責
任
」、「
適
正
な
処
理
費

用
の
支
払
い
確
保
」、「
中
間
ス
ト

ッ
ク
場
の
確
保
、
最
終
処
分
地
ま

で
の
追
跡
」
等
を
反
映
す
べ
き
と

発
言
し
ま
し
た
。

　各
会
派
議
員
か
ら
は
、「
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
業
者
と
処
分
業
者
の
関

係
性
は
？
」「
国
は
長
期
間
ス
ト
ッ

ク
す
る
と
業
者
負
担
が
多
い
と
し

て
い
る
」（
共
産
・
武
田
議
員
）
に

つ
い
て
、
「
処
分
業
者
は
ダ
ン
プ

業
者
の
事
。
ヤ
ー
ド
が
満
杯
に
な

る
と
運
び
出
し
を
依
頼
す
る
が
大

半
は
最
終
処
分
場
を
確
認
し
な
い

為
、
違
法
処
分
が
起
き
ま
す
」「
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
か
ら
早
く
運
び
出

し
て
新
た
な
発
生
土
を
受
け
入
れ

る
方
が
利
益
に
な
り
ま
す
」
と
説

明
。
続
い
て
「
建
交
労
か
ら
元
請

業
者
へ
搬
出
時
に
搬
出
先
か
ら
交

付
さ
れ
る
土
砂
受
領
書
の
確
認
義

務
付
け
に
賛
同
す
る
が
、
さ
ら
に

詳
細
を
」（
立
憲
・
野
田
議
員
）
に

高橋立顯・部会長（左手前）が意見陳述をおこないました（5月17日東京・国会議事堂）

ダンプの過積載問題で国交大臣を追及した日本共産党・山添拓参議院議員（2017年）

参議院選挙の投票について

つ
い
て
は
、
「
元
請
が
発
生
土
に

つ
い
て
責
任
を
持
つ
仕
組
み
を
作

る
べ
き
で
す
。
各
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
を
適
正
に
管
理
す
る
。
追
跡
シ

ス
テ
ム
も
導
入
す
る
こ
と
で
改
善

で
き
ま
す
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

「
発
生
土
の
処
分
代
に
つ
い
て
の

地
域
差
の
背
景
は
」（
国
民
・
浜
口

議
員
）
と
の
問
い
に
は
、「
関
東
各

県
の
残
土
規
制
条
例
が
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
条
例
が
な
い
近
県

は
自
ず
と
安
く
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　ま
た
後
日
の
委
員
会
に
て
武
田

議
員
が
「
中
間
処
理
場
の
実
態
調

査
に
大
臣
も
同
行
を
」
と
話
す
と

「
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
行
き
た
い
」

と
斉
藤
大
臣
は
答
弁
し
ま
し
た
。

　今
世
界
規
模
の
原
油
高
・
物
価

高
騰
の
影
響
で
ダ
ン
プ
労
働
者
や

国
民
の
生
活
は
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
岸
田
自
公
政
権
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
守
る
対
策
を
取
ら
ず
、

岸
田
首
相
は
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領

と
５
年
以
内
に
防
衛
予
算
２
倍
化

（
10
兆
円
以
上
）
を
約
束
し
て
、

９
条
を
改
憲
し
、
国
民
を
戦
争
に

巻
き
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
参
議
院
選
挙
（
７
月
10

日
投
開
票
）
で
立
憲
野
党
（
立
民
、

共
産
、
社
民
、
れ
い
わ
）
の
議
席

を
伸
ば
し
、
消
費
税
減
税
や
イ
ン

ボ
イ
ス
廃
止
、
戦
争
反
対
の
声
を

国
会
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
ダ
ン
プ
労
働
者
の
為
に
国
会

で
奮
闘
し
た
日
本
共
産
党
・
山
添

拓
参
議
院
議
員
が
立
候
補
し
て
い

ま
す
。
力
を
合
わ
せ
て
ダ
ン
プ
の

味
方
を
国
会
に
送
り
ま
し
ょ
う
。

中
間
処
理
場
の
調
査
・
確
保

　参
議
院
の
付
帯
決
議
に
反
映

国会行動

全国ダンプ

参議院選挙

立
憲
野
党
の
議
席
増
や
し
て

　単
価
改
善
、
減
税
を
実
現
へ

.
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全 国 統 一 要 求

1.  全ての公共工事現場で直接工事費

　 分の単価支払いを実現

2.  砕石、砂利、砂、合材などの骨材

     運搬の収入も１日４万円以上に

3.  過積載復活させるな
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